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表
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紹
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「
あ
さ
ひ
小
教
育
の
日
」 

開
催 

　
11
月
24
日（
日
）、
真
室
川
あ
さ
ひ
小
学
校 

（
校
長
：
　
橋
正
彦
）で「
あ
さ
ひ
小
教
育
の
日
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
日
は
、
「
学
校

が
児
童
に
と
っ
て
よ
り
充
実
し
た
学
び
場
に
な

る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
る
日
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
設
定
さ

れ
た
日
で
、
今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
公
開
授
業
や
全
校
合
唱
、
佐

藤
栄
起
氏
（
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
園
長
）
に

よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 ５ 

五
、
秀
綱
、
鮭
延
城
入
場
と
武
藤
義
氏
自
刃 

　
武
藤
氏
が
秀
綱
を
鮭
延
郷
に
す
ぐ
に
返
さ
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
三
つ
あ
る
。
秀
綱
が
若
年
と
は
い
え
聡
明

な
資
質
を
持
っ
て
い
る
と
見
抜
い
た
こ
と
。
自
ら
も
人

質
で
な
く
小
姓
と
し
て
面
倒
を
見
て
き
た
こ
と
。
そ
し

て
将
来
、
最
上
と
の
対
決
を
考
え
る
と
、
秀
綱
を
鮭
延

郷
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
庄
内
の
利
益
に
な
る
と
に
ら

ん
だ
こ
と
。 

　
よ
っ
て
武
藤
氏
は
秀
綱
が
二
十
一
歳
に
な
る
ま
で
、

小
姓
と
し
て
現
鶴
岡
市
大
山
尾
浦
に
置
き
、
天
正
十
（
一

五
八
二
）
年
の
冬
に
鮭
延
城
に
か
え
し
、
大
山
の
城
代

と
秀
綱
を
入
れ
替
え
た
。 

　
武
藤
義
氏
は
強
引
な
戦
略
を
得
意
と
し
た
た
め
、
家

臣
が
不
信
を
募
ら
せ
、
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
一

月
、
家
老
前
森
蔵
人
の
裏
切
り
に
あ
い
、
自
刃
し
た
。 

　
秀
綱
は
義
氏
に
正
月
礼
（
新
年
の
挨
拶
）
に
行
き
、

義
氏
に
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
い
け
」
と

い
わ
れ
、
そ
の
反
逆
・
自
刃
の
一
部
始
終
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

　
前
森
は
、
義
氏
に
「
雪

も
消
え
た
し
（
秋
田
の
）

由
利
の
陣
に
立
つ
べ
き
だ
」

と
進
言
し
、
行
く
と
見
せ

か
け
て
軍
勢
を
と
っ
て
返

し
、
義
氏
を
自
刃
さ
せ
た
。

そ
の
時
、
秀
綱
は
ま
だ
戦

陣
に
立
っ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
が
、
羽
黒
山
の
僧
兵

の
首
を
取
り
義
氏
に
見
せ

る
な
ど
、
義
氏
に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
一
心
で
前
森

の
軍
と
相
対
し
た
。
ま
た
、
義
氏
が
自
害
し
た
ら
、
自

分
も
後
を
追
う
と
い
う
気
概
も
見
せ
た
。
秀
綱
は
義
氏

に
庇
護
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
、
前
森
蔵
人
や
庄
内
家
臣

団
の
空
気
を
読
め
ず
に
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

　
し
か
し
、
小
姓
時
代
に
世
話
を
し
て
く
れ
た
庄
内
（
前

森
蔵
人
方
）
の
侍
で
あ
る
中
村
内
記
、
弟
孫
八
郎
兄
弟

は
蔵
人
に
「
忠
義
で
義
氏
の
最
期
と
共
に
す
る
と
覚
悟

し
た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
義
理
堅
い
方
だ
。
こ
れ

か
ら
も
疎
略
に
扱
う
べ
き
で
な
い
。
」
と
進
言
し
た
。

秀
綱
は
助
か
り
庄
内
武
藤
氏
の
一
大
転
機
を
見
て
鮭
延

城
に
帰
っ
た
。 

　
庄
内
は
義
氏
の
自
刃
で
、
そ
の
後
は
何
も
お
こ
ら
ず

治
ま
っ
た
。
前
森
は
屋
形
に
な
れ
た
が
、
丸
岡
兵
庫
（
義

氏
の
弟
、
義
興
）
を
屋
形
に
置
き
、
自
ら
は
東
禅
寺
（
現

酒
田
市
）
を
治
め
、
東
禅
寺
筑
前
と
名
乗
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

 

秀
綱
が
真
室
川
か
ら
古
河
に
持
っ
て
行
っ
た
と
さ
れ
る
観
音
像(

鮭
延
寺
所
蔵)

1/17 
（金） 

1/23 
（木） 
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※
23
日
は
午
後
３
時
終
了 

え
い 

き 


